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 局在スピンと伝導電子とが共存する系は、磁性と伝導性とが相関した新たな物理現

象を発現することに期待が持てる。アニオンラジカル塩(Me-3,5-DIP)[Ni(dmit)2]2は、

π電子のみでこの共存状態を実現した新しい磁性伝導体である。 
 この塩は、結晶学的に独立なNi(dmit)2アニオン層が 2種類存在し（Layer I, II）、
c軸方向に交互に並んでいる（Fig. 1a）。Layer Iでは、Ni(dmit)2アニオンは強く二量

化し、二量体はほぼ孤立している。一方Layer IIでは、Ni(dmit)2アニオンは二次元

的な配列様式を示し、バンド計算からは二次元的なフェルミ面を持つことが示唆され

る。電気抵抗は、伝導面内（ab面）では基本的に金属的で、面間方向（c軸方向）と
は温度依存性や絶対値が大きく異なる（Fig. 1b）。また磁化率の振る舞いは、室温か
ら50 K付近までCurrie-Weissモデルに定数項（パウリ常磁性の寄与）を足し合わせ
たモデルで再現でき、約10 Kで反強磁性秩序化を示す変化を見せる（Fig. 1c）。対カ
チオン(Me-3,5-DIP)+は閉殻であることが明らかなため、構造から予想される通り、

Layer Iには局在電子が、Layer IIには伝導電子がそれぞれ存在し、Ni(dmit)2アニオ

ンが「一人二役」を担っていると考えられる。 
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Fig. 1 Cyrstal structure (a) electrical resistivity (b) and magnetic susceptibility

(c) of (Me-3.5-DIP)[Ni(dmit)2]2 


